
(57)【要約】

上顎骨（１）に配置されたインプラントの応力耐性を高

めるための構成およびインプラントが提供される。イン

プラントは一部分（９、４’）を介して空洞（５）にア

クセスする。インプラントは前記部分に凸状または丸み

を帯びた前面を設けられ、アクセス後にそれが空洞部の

粘膜を穿通することなく粘膜を持ち上げ、こうして前記

部分と粘膜の下面との間に閉鎖空間（７）を形成する。

インプラントが少なくとも前記部分に成長刺激物質（１

５）を施され、それは空間内に浸透するまたは浸透した

細胞含有体液（８）と相互作用し、かくして新生骨（１

１）がインプラントの前記部分の周りに形成される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 上 顎 骨 （ １ ） に 配 置 さ れ た イ ン プ ラ ン ト の 応 力 耐 性 を 高 め る た め の 構 成 で あ っ て 、 イ ン
プ ラ ン ト が 一 部 分 （ ４ 、 ４ ’ ） を 空 洞 （ ５ ） に ア ク セ ス さ せ な け れ ば な ら な い こ と を 必 要
と す る 長 さ （ Ｌ ） を 持 つ こ と 、 イ ン プ ラ ン ト の 前 記 部 分 に 凸 状 ま た は 丸 み を 帯 び た 前 面 （
４ 、 ４ ａ ） を 設 け 、 ア ク セ ス 後 に そ れ が 空 洞 部 の 粘 膜 を 穿 通 す る こ と な く 粘 膜 （ ６ ） を 持
ち 上 げ 、 こ う し て 前 記 部 分 （ ４ 、 ４ ’ ） と 粘 膜 の 下 面 と の 間 に 閉 鎖 空 間 （ ７ ） が 形 成 さ れ
る こ と 、 及 び イ ン プ ラ ン ト が 少 な く と も 前 記 部 分 に 成 長 刺 激 物 質 （ １ ５ ） を 施 さ れ 、 そ れ
は 空 間 内 に 浸 透 す る ま た は 浸 透 し て い る 細 胞 含 有 体 液 （ ８ ） と 相 互 作 用 し 、 か く し て 新 生
骨 （ １ １ ） が イ ン プ ラ ン ト の 前 記 部 分 の 周 り に 形 成 さ れ 、 そ れ に よ っ て 前 記 耐 性 が 増 大 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 構 成 。
【 請 求 項 ２ 】
　 空 洞 内 に 配 置 さ れ た イ ン プ ラ ン ト の 凸 状 ま た は 丸 み を 帯 び た 前 面 （ ４ ） お よ び 少 な く と
も １ つ の 隣 接 外 面 （ ４ ’ ） が 、 成 長 刺 激 物 質 （ １ ５ ） の 層 を 被 覆 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
、 請 求 項 １ に 記 載 の 構 成 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 丸 み を 帯 び た 前 面 お よ び 隣 接 外 面 （ ４ ａ ） の 少 な く と も 側 面 に は 、 前 記 成 長 刺 激 物
質 の 貯 蔵 所 と し て 機 能 す る 粗 い 外 層 ま た は 多 孔 性 外 部 酸 化 物 層 （ １ ４ ） が 配 設 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 構 成 。
【 請 求 項 ４ 】
　 イ ン プ ラ ン ト （ ３ ） が チ タ ン か ら 形 成 さ れ 、 そ の 長 さ （ Ｌ ） の 大 部 分 に 沿 っ て 成 長 刺 激
物 質 を 塗 布 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ に 記 載 の 構 成 。
【 請 求 項 ５ 】
　 成 長 刺 激 物 質 が 細 胞 間 質 分 子 、 成 長 因 子 、 お よ び 分 化 因 子 、 お よ び ／ ま た は 成 長 刺 激 特
性 を 持 つ ペ プ チ ド で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 構 成 。
【 請 求 項 ６ 】
　 イ ン プ ラ ン ト が 上 顎 骨 に 高 さ （ Ｌ ’ ） を 低 減 し て 配 設 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
１ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 構 成 。
【 請 求 項 ７ 】
　 初 期 段 階 に お い て 、 イ ン プ ラ ン ト が そ の 外 部 に 、 顎 骨 の 外 面 （ １ ｂ ） に 接 続 す る こ と の
で き る 機 械 的 固 定 部 材 （ １ ２ ） を 施 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に
記 載 の 構 成 。
【 請 求 項 ８ 】
　 イ ン プ ラ ン ト に イ ン プ ラ ン ト の 空 洞 内 へ の 挿 入 度 （ Ｌ － Ｌ ’ ） に 依 存 す る 固 定 が 施 与 さ
れ る こ と が で き 、 挿 入 度 が 大 き け れ ば 大 き い ほ ど 、 体 液 の た め の 密 閉 空 間 （ ７ ） お よ び 物
質 と 体 液 内 の 細 胞 の 間 の 相 互 作 用 が 大 き く な り 、 そ れ は 新 生 骨 の よ り 大 き い 面 積 の 形 成 を
意 味 し 、 そ の 逆 も ま た 同 じ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の 構
成 。
【 請 求 項 ９ 】
　 顎 骨 穴 （ ２ ） 内 に 導 入 し 、 顎 骨 の 外 側 （ １ ｂ ） か ら 延 び 、 空 洞 の 粘 膜 （ ６ ） の 下 面 で 空
洞 内 に 穴 を 開 け る こ と が で き る 部 材 を 含 む こ と 、 前 記 下 面 の 下 の 挿 入 位 置 で 、 部 材 は 好 ま
し く は 手 動 型 の 回 転 動 作 （ ２ ２ ） に 応 じ て 回 転 運 動 を 生 じ る よ う に 設 計 さ れ る こ と 、 及 び
部 材 の １ つ ま た は そ れ 以 上 の 前 部 が 、 空 洞 ま た は 顎 骨 の 境 界 壁 と 粘 膜 の 下 面 （ ６ ａ ） と の
間 に 通 す こ と が で き 、 前 記 回 転 運 動 に よ り 、 粘 膜 を 境 界 壁 か ら 遊 離 ま た は 解 放 さ せ る こ と
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 構 成 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 イ ン プ ラ ン ト が 粘 膜 の 下 面 （ ６ ａ ） を 介 し て 空 洞 内 で 空 洞 粘 膜 （ ６ ） と 協 働 し て 、 イ ン
プ ラ ン ト と 粘 膜 の 下 面 と の 間 に 密 閉 さ れ た 空 間 （ ７ ） を 形 成 す る 、 凸 状 ま た は 丸 み を 帯 び
た 前 面 を 配 設 さ れ る こ と 、 少 な く と も 前 面 お よ び 空 洞 に 嵌 挿 す る か ま た は 嵌 挿 さ れ た 部 分
が 、 前 面 （ ４ ） お よ び 前 記 部 分 （ ４ ’ ） の 周 り に 新 生 骨 を 形 成 す る た め に 、 細 胞 含 有 体 液
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（ ８ ） と 相 互 作 用 す る よ う に 構 成 さ れ た 成 長 刺 激 物 質 を 塗 布 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 好
ま し く は チ タ ン ま た は セ ラ ミ ッ ク で 作 ら れ た イ ン プ ラ ン ト 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 面 の 側 面 お よ び 前 記 部 分 は 、 前 記 物 質 を 貯 蔵 す る よ う に 構 成 さ れ た 粗 い 外 面 （ １ ４ ）
ま た は 多 孔 質 外 部 酸 化 物 層 を 持 つ よ う に 設 計 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載
の イ ン プ ラ ン ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 上 顎 骨 穴 に 配 置 さ れ た イ ン プ ラ ン ト の 応 力 耐 性 を 高 め る た め の 構 成 に 関 す る
。 本 発 明 は さ ら に 、 チ タ ン ま た は 他 の 生 体 適 合 性 材 料 、 例 え ば セ ラ ミ ッ ク か ら 作 ら れ た 、
こ の 目 的 の た め の イ ン プ ラ ン ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 イ ン プ ラ ン ト に 関 連 し て 、 イ ン プ ラ ン ト が 例 え ば 咀 嚼 運 動 中 に 生 じ る 応 力 に し ば ら く 曝
さ れ た 後 に 圧 潰 し な い よ う に 、 顎 骨 に お け る イ ン プ ラ ン ト の 安 定 性 を 高 め る こ と が で き る
必 要 が あ る 。 こ れ に 関 連 し て 、 イ ン プ ラ ン ト の 長 さ を 増 加 す る こ と に よ っ て 、 つ ま り イ ン
プ ラ ン ト を よ り 大 量 に 顎 骨 内 に 固 定 す る こ と に よ っ て 、 安 定 性 を 高 め る こ と が で き る こ と
が 知 ら れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 は 、 こ の 理 解 を 発 端 と し て 、 こ の 長 さ の 増 加 を 可 能 に す る イ ン プ ラ ン ト を 提 案 す
る 。 そ れ は 、 様 々 な 理 由 で 、 例 え ば 上 顎 の 状 態 の 悪 さ の た め に 、 こ れ ま で 短 い 長 さ の 例 え
ば ７ ～ ８ ｍ ｍ の イ ン プ ラ ン ト 長 の イ ン プ ラ ン ト し か 設 け る こ と が で き な か っ た 患 者 が 、 今
や 、 よ り 長 い 長 さ 、 例 え ば １ ０ ｍ ｍ ま た は そ れ 以 上 を 有 す る イ ン プ ラ ン ト を 設 け る こ と が
で き る こ と を 意 味 す る 。 従 来 公 知 の 技 術 で は 、 患 者 は 、 患 者 に お け る 使 用 可 能 な 長 さ が 短
か す ぎ る と い う 事 実 の た め に 、 問 題 の イ ン プ ラ ン ト フ ィ ク ス チ ャ 無 し で 済 ま さ な け れ ば な
ら な か っ た 。 本 発 明 は と り わ け こ れ ら の 問 題 を 解 決 し 、 従 来 可 能 で あ っ た も の に 比 べ て 、
例 え ば 上 顎 の 状 態 に そ れ ほ ど 依 存 せ ず 、 イ ン プ ラ ン ト の 長 さ を 増 大 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る 構 成 を 特 徴 付 け る も の と 基 本 的 に み な す こ と が で き る 特 長 は 、 と り わ け 、
イ ン プ ラ ン ト の 一 部 分 を 空 洞 に ア ク セ ス さ せ な け れ ば な ら ず 、 ま た イ ン プ ラ ン ト の 前 記 部
分 に 凸 状 ま た は 丸 み を 帯 び た 前 面 を 設 け 、 ア ク セ ス 後 に そ れ が 空 洞 部 の 粘 膜 を 穿 通 す る こ
と な く 粘 膜 を 持 ち 上 げ 、 こ う し て 前 記 部 分 と 粘 膜 の 下 面 と の 間 に 閉 鎖 空 間 が 形 成 さ れ る こ
と を 必 要 と す る 長 さ を イ ン プ ラ ン ト が 持 つ こ と で あ る 。 イ ン プ ラ ン ト は 少 な く と も 前 記 部
分 に 成 長 刺 激 物 質 を 施 さ れ 、 そ れ は 空 間 内 に 浸 透 す る 細 胞 含 有 体 液 と 相 互 作 用 す る の で 、
新 生 骨 が イ ン プ ラ ン ト の 前 記 部 分 の 周 り に 形 成 さ れ 、 そ れ に よ っ て 前 記 耐 性 が 達 成 さ れ る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 空 洞 内 に 配 置 さ れ た イ ン プ ラ ン ト の 凸 状 ま た は 丸 み を 帯 び た 前 面
お よ び 少 な く と も 隣 接 外 面 は 、 成 長 刺 激 物 質 の 層 を 被 覆 さ れ る 。 前 記 隣 接 外 面 、 お よ び お
そ ら く 前 面 の 少 な く と も 一 部 分 に は 、 前 記 成 長 刺 激 物 質 の 貯 蔵 所 と し て 機 能 す る 粗 い 外 層
ま た は 多 孔 性 外 部 酸 化 物 層 が 配 設 さ れ る 。 前 面 の 粗 さ は こ の 場 合 、 粘 膜 を 穿 通 し な い よ う
に 設 計 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 イ ン プ ラ ン ト は チ タ ン か ら 形 成 す る こ と が で き 、 こ こ で Ｇ Ｓ Ｓ と 呼 ぶ
成 長 刺 激 物 質 を そ の 長 さ の 大 部 分 に 沿 っ て 適 用 す る こ と が で き る 。 成 長 刺 激 物 質 は 細 胞 間
質 分 子 、 成 長 因 子 、 お よ び 分 化 因 子 、 お よ び ／ ま た は 成 長 刺 激 特 性 を 持 つ ペ プ チ ド と す る
こ と が で き る 。 イ ン プ ラ ン ト の 上 顎 骨 に 高 さ を 低 減 し て 配 設 す る こ と も で き 、 初 期 段 階 に
お け る イ ン プ ラ ン ト の 固 定 は こ の 場 合 、 機 械 的 固 定 要 素 、 例 え ば 上 顎 骨 の 外 面 に 接 続 す る
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こ と の で き る 剛 性 膜 に よ っ て 補 完 す る こ と が で き る 。 取 込 み の 後 の 固 定 は 空 洞 内 へ の 挿 入
度 に 依 存 す る 。 挿 入 度 が 大 き け れ ば 大 き い ほ ど 、 密 閉 空 間 が 大 き く な る 。 そ れ は 、 体 液 と
物 質 の 相 互 作 用 で 、 イ ン プ ラ ン ト の 周 り の 新 生 骨 の よ り 大 き い 形 成 が 達 成 さ れ る こ と を 意
味 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 該 構 成 は ま た 、 顎 骨 穴 内 に 導 入 し 、 顎 骨 の 外 側 か ら 延 び 、 空 洞 の 粘 膜 の 下 面 で 空 洞 内 に
穴 を 開 け る こ と が で き る 部 材 を も 含 む 。 前 記 下 面 の 下 の 挿 入 位 置 で 、 部 材 は 、 好 ま し く は
手 動 型 の 回 転 動 作 に 応 じ て 回 転 運 動 を 生 じ る よ う に 設 計 さ れ る 。 該 部 材 は 一 つ 以 上 の 前 部
を 有 し 、 空 洞 の 境 界 壁 と 粘 膜 の 下 面 と の 間 に 通 す こ と が で き 、 前 記 回 転 運 動 に よ り 、 粘 膜
の 一 部 を 空 洞 の 境 界 壁 か ら 遊 離 さ せ る こ と が で き る よ う に 設 計 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る イ ン プ ラ ン ト は 、 基 本 的 に 、 そ れ が 粘 膜 の 下 面 を 介 し て 空 洞 内 で 粘 膜 と 協
働 し て 、 イ ン プ ラ ン ト と 粘 膜 の 下 面 と の 間 に 密 閉 さ れ た 空 間 を 形 成 す る こ と が で き る 、 凸
状 ま た は 丸 み を 帯 び た 前 面 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。 空 洞 に 嵌 挿 す る か ま た は 嵌 挿 さ れ
た 部 分 は 少 な く と も 、 前 面 お よ び 前 記 部 分 の 周 り に 新 生 骨 を 形 成 す る た め に 、 前 記 密 閉 空
間 内 で 細 胞 含 有 物 質 と 相 互 作 用 す る よ う に 構 成 さ れ た 成 長 刺 激 物 質 を 塗 布 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 空 洞 の 外 側 の イ ン プ ラ ン ト の 部 分 は 、 前 記 物 質 を 貯 蔵 す る よ う に
構 成 さ れ た 粗 い 外 面 ま た は 多 孔 質 外 部 酸 化 物 層 を 持 つ よ う に 設 計 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 に 提 示 し た も の に よ っ て 、 成 長 刺 激 物 質 （ Ｇ Ｓ Ｓ ） を 効 果 的 に 使 用 す る こ と が で き 、
掲 げ る こ と の で き る Ｇ Ｓ Ｓ の 例 と し て 、 細 胞 間 質 分 子 、 成 長 因 子 、 お よ び 分 化 因 子 、 お よ
び ／ ま た は 成 長 刺 激 特 性 を 持 つ ペ プ チ ド が あ る 。 本 発 明 で は 、 粘 膜 を 機 械 的 動 作 に 対 し て
保 護 し な け れ ば な ら ず 、 こ れ は 、 お そ ら く 粘 膜 と 空 洞 の 壁 と の 間 の 解 放 機 能 と 組 み 合 わ せ
た 、 提 示 し た 持 上 げ 機 能 に よ っ て 効 果 的 に 達 成 さ れ る 。 提 示 し た も の に よ っ て 、 事 実 上 密
閉 さ れ た 空 間 を 形 成 す る こ と が で き 、 そ の 中 で 細 胞 含 有 液 が 、 イ ン プ ラ ン ト か ら 解 放 さ れ
る Ｇ Ｓ Ｓ に ア ク セ ス し て 、 効 果 的 に 相 互 作 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 構 成 イ ン プ ラ ン ト の 現 在 提 案 す る 実 施 形 態 に つ い て 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し
な が ら 以 下 で 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 、 上 顎 骨 の 穴 内 に 装 着 さ れ た イ ン プ ラ ン ト で あ っ て 、 そ の 前 部 が 空 洞 内 に 送 り 込
ま れ 、 か つ そ の 下 側 で 粘 膜 と 協 働 し て 新 生 骨 の 生 成 の た め の 閉 鎖 空 間 が 形 成 さ れ る よ う に
構 成 さ れ た イ ン プ ラ ン ト を 縦 断 面 図 で 示 す 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ は 、 イ ン プ ラ ン ト の 前 面 お よ び 空 洞 内 に 嵌 挿 さ れ た 部 分 の 形 状 を 、 図 １ に 関 連 し て
拡 大 さ れ た 縦 断 面 図 で 示 す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ は 、 成 長 刺 激 物 質 が 塗 布 さ れ た 前 面 の 一 部 を 、 図 ２ に 関 連 し て 拡 大 さ れ た 縦 断 面 図
で 示 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ４ は 、 一 つ 以 上 の ね じ 山 を 備 え る こ と が で き 、 成 長 刺 激 物 質 の 層 を 塗 布 さ れ た 、 イ ン
プ ラ ン ト の 側 面 の 別 の 部 分 を 縦 断 面 図 で 示 す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ５ は 、 イ ン プ ラ ン ト の 前 面 の 第 二 実 施 形 態 を 縦 断 面 図 で 示 す 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ６ は 、 イ ン プ ラ ン ト の 前 面 の 第 三 実 施 形 態 を 縦 断 面 図 で 示 す 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ７ は 、 空 洞 の 粘 膜 を 持 ち 上 げ る 前 に 、 空 洞 の 内 部 表 面 か ら 粘 膜 を 解 放 す る よ う 意 図 さ
れ た 部 材 ま た は 器 具 を 縦 断 面 図 で 示 す 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ で 、 上 顎 骨 は １ で 表 わ さ れ る 。 内 ね じ を 持 つ 穴 ２ が 顎 骨 に 形 成 さ れ て い る 。 イ ン プ
ラ ン ト ３ は 顎 骨 の 穴 内 に 装 着 さ れ て お り 、 そ の 前 部 ４ ａ が 空 洞 ５ 内 に 通 さ れ て い る 。 こ の
場 合 の 挿 入 は 、 イ ン プ ラ ン ト の 前 部 ４ が 粘 膜 の 下 面 ６ ａ で 粘 膜 と 協 働 す る こ と に よ っ て 、
前 部 ４ が 空 洞 の 粘 膜 ６ を 持 ち 上 げ る よ う に な っ て い る 。 こ こ で 重 要 な こ と は 、 粘 膜 ６ が イ
ン プ ラ ン ト に よ っ て 穿 通 さ れ ず 、 ま た 後 で 穿 通 さ れ る リ ス ク を 含 む 方 法 で 破 損 さ れ る こ と
も な い よ う に 、 行 な わ れ る こ と で あ る 。 粘 膜 ６ を 持 ち 上 げ る 結 果 、 粘 膜 の 下 面 ６ ａ と 外 側
部 分 の 外 面 ４ ａ と の 間 に 密 閉 空 間 ７ が 形 成 さ れ る 。 体 液 ８ は 、 矢 印 ９ お よ び １ ０ に 従 っ て
身 体 組 織 か ら 密 閉 空 間 内 に 進 入 す る 。 イ ン プ ラ ン ト の 少 な く と も 前 記 前 部 ４ は 、 前 記 外 面
４ ａ に 、 前 記 体 液 ８ と 相 互 作 用 す る 成 長 刺 激 物 質 を 施 与 さ れ る 。 該 物 質 は 最 初 、 特 定 の 量
お よ び 濃 度 を 前 記 表 面 ４ ａ に 塗 布 さ れ 、 前 記 層 か ら の 相 互 作 用 は 図 に 矢 印 １ ０ で 表 わ さ れ
る 。 図 １ で は 、 新 生 骨 の 形 成 は １ １ に よ っ て 表 わ さ れ る 。 図 に は 二 段 階 が 示 さ れ て い る 。
第 一 段 階 で は （ 前 面 ４ ａ の 左 側 を 参 照 ） 、 体 液 の 蓄 積 お よ び 初 期 相 互 作 用 が 示 さ れ て い る
。 第 二 段 階 で は （ 前 面 ４ ａ の 右 側 を 参 照 ） 、 完 了 し た 新 生 骨 形 成 が 示 さ れ て い る 。 図 は ま
た 、 上 顎 骨 の 内 側 表 面 １ ａ を も 示 し 、 粘 膜 ６ の 下 面 ６ ａ は 持 上 げ の 前 は こ の 内 側 表 面 に 支
え ら れ る 。 イ ン プ ラ ン ト は セ ル フ タ ッ ピ ン グ 型 、 ま た は 顎 骨 穴 ２ に 事 前 形 成 さ れ た ね じ に
装 着 さ れ る 型 と す る こ と が で き る 。 図 １ で は 、 イ ン プ ラ ン ト ３ の 外 ね じ の 部 分 が ３ ａ に よ
っ て 示 さ れ て い る 。 イ ン プ ラ ン ト の 他 の 部 分 に も 、 外 側 に 存 す る 量 お よ び 濃 度 の 成 長 刺 激
物 質 を 施 与 す る こ と が で き る 。 イ ン プ ラ ン ト ４ へ の Ｇ Ｓ Ｓ の 適 用 は 様 々 な 方 法 で 、 か つ イ
ン プ ラ ン ト の 長 さ お よ び 外 周 の 方 向 に 沿 っ た 物 質 の 程 度 に 関 し て 多 種 多 様 に 、 実 行 す る こ
と が で き る 。 イ ン プ ラ ン ト は 上 記 に 従 っ て 長 さ Ｌ を 有 す る 。 象 牙 質 の 高 さ ま た は 長 さ Ｌ ’
は 、 患 者 、 顎 骨 の 状 態 等 に 応 じ て 変 化 し 得 る 。 イ ン プ ラ ン ト の 挿 入 度 つ ま り Ｌ － Ｌ ’ は と
り わ け 、 長 さ ま た は 高 さ Ｌ ’ に 依 存 す る 。 長 さ ま た は 高 さ が 小 さ い 場 合 、 閉 鎖 空 間 ７ に お
け る 新 生 骨 形 成 に よ っ て 安 定 性 を 高 め る こ と が 重 要 で あ る か も し れ ず 、 そ の よ う な 場 合 、
必 然 的 に イ ン プ ラ ン ト の 前 部 ４ ａ の 挿 入 度 が 大 き く な る 。 イ ン プ ラ ン ト は 、 ね じ １ ３ で 顎
骨 の 外 面 １ ｂ に 固 定 さ れ る 機 械 的 固 定 装 置 １ ２ 、 例 え ば 剛 性 膜 を 使 用 し て 、 暫 定 的 ま た は
永 久 的 に 顎 骨 １ に 固 定 す る こ と が で き る 。 代 替 的 に 、 ま た は こ れ に 加 え て 、 イ ン プ ラ ン ト
の 内 ね じ 穴 内 に ね じ 込 ま れ る ね じ １ ２ ’ に よ っ て 、 膜 ま た は 補 強 材 を 固 定 す る こ と が で き
る 。 イ ン プ ラ ン ト 自 体 の 設 計 は そ れ 自 体 公 知 の 型 と す る こ と が で き 、 こ れ に 関 連 し て 「 ブ
ロ ー ネ マ ル ク 」 シ ス テ ム を 参 照 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ は 、 図 １ の 前 面 ４ の 形 状 を 示 す 拡 大 図 で あ る 。 前 面 は 平 坦 に 設 計 さ れ 、 そ れ は 、 イ
ン プ ラ ン ト が 空 洞 内 に 挿 入 さ れ る と き の 粘 膜 へ の 機 械 的 衝 撃 を 回 避 す る 。 前 面 は 研 磨 さ れ
た 部 分 １ ４ を 持 つ こ と が で き 、 適 切 な 場 合 、 側 面 は 粗 さ ま た は 多 孔 質 層 １ ４ ａ を 持 つ よ う
に 設 計 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 表 面 の 粗 さ ま た は 多 孔 質 層 は 、 Ｇ Ｓ Ｓ の 層 用 の 貯 蔵
所 と し て 機 能 す る 。 前 面 ４ に 隣 接 す る 部 分 ４ ’ に も 前 記 表 面 粗 さ ま た は 多 孔 質 層 を 設 け る
こ と が で き 、 前 記 Ｇ Ｓ Ｓ を 担 持 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ は 、 前 面 ４ の 表 面 の 粗 さ １ ４ を 、 図 ２ に 比 べ て 拡 大 さ れ た 図 で 示 す 。 粗 面 に 適 用 さ
れ た 一 層 の Ｇ Ｓ Ｓ が １ ５ に よ っ て 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 に 従 っ て 、 イ ン プ ラ ン ト ３ の 残 部 に 、 選 択 さ れ た 量 お よ び 濃 度 １ ６ の Ｇ Ｓ Ｓ を 完 全
に ま た は 部 分 的 に 塗 布 す る こ と が で き る 。 適 用 さ れ る Ｇ Ｓ Ｓ の 厚 さ は 例 え ば 、 数 オ ン グ ス
ト ロ ー ム な い し 数 マ イ ク ロ メ ー ト ル 、 数 ナ ノ メ ー ト ル の 範 囲 と す る こ と が で き る 。 図 ４ に
係 る 例 で は 、 被 覆 は 、 Ｇ Ｓ Ｓ 量 ま た は Ｇ Ｓ Ｓ 濃 度 １ ７ が 外 ね じ １ ６ に 適 用 さ れ て い る 。 こ
の 図 で は 、 Ｇ Ｓ Ｓ は 破 線 １ ５ 、 １ ６ で 表 わ さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ５ で は 、 前 面 ４ ’ ’ は 異 な る よ う に 設 計 す る こ と が で き る 。 前 面 は 略 平 面 と す る か 、
あ る い は わ ず か に 丸 み を 帯 び た だ け の 前 面 １ ８ を 形 成 す る こ と が で き 、 上 述 し た 粘 膜 ６ に
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損 傷 を 与 え な い よ う に 、 そ の 外 周 に 斜 面 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ６ は 前 面 ４ ’ ’ ’ の 更 な る 実 施 形 態 を 示 し 、 こ の 場 合 、 そ れ は 球 １ ９ の 基 本 形 状 を 有
す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ７ で は 、 粘 膜 ６ は そ の 下 面 ６ ａ を 、 上 顎 骨 １ の 内 部 表 面 １ ａ に 程 度 の 差 は あ る が 確 実
に 付 着 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 特 定 の 解 放 機 能 を 使 用 す る こ と が 有 利 で あ る 。 解
放 機 能 の 目 的 は 、 図 １ に 係 る 持 上 げ を 実 行 す る 前 に 、 粘 膜 ６ を 内 側 表 面 １ ａ か ら 遊 離 さ せ
る こ と で あ る 。 前 記 解 放 は 、 そ の 前 部 に 刃 形 部 ２ １ を 有 す る 器 具 ま た は 部 材 ２ ０ を 用 い て
実 行 す る こ と が で き る 。 顎 骨 穴 ２ ２ に 通 し た 後 、 前 記 部 分 ２ １ を 顎 骨 の 内 側 表 面 １ ａ と 粘
膜 の 下 面 ６ ａ と の 間 で 駆 動 さ せ て 、 顎 骨 と 粘 膜 ６ と の 間 の 解 放 機 能 を 達 成 す る こ と が で き
る 。 図 ７ は こ の 初 期 段 階 を 示 す 。 部 材 ２ ０ に そ の 長 手 軸 ２ ３ を 中 心 と す る 回 転 運 動 ２ ２ を
も た ら し 、 そ の 結 果 、 顎 骨 穴 が 空 洞 内 に 開 通 し た 口 ２ ａ の 周 囲 の 内 側 表 面 か ら 粘 膜 ６ を 遊
離 さ せ る こ と が で き る 。 図 ７ で は 、 図 １ に お け る 空 間 ７ の 形 成 の 初 期 段 階 が 開 始 さ れ て い
る 。 図 ７ に 示 し た 段 階 で 部 材 ２ ０ に よ り 形 成 さ れ た 初 期 空 間 が 、 ７ ’ に よ っ て 示 さ れ て い
る 。 部 材 ２ ０ お よ び そ の 挿 入 お よ び 解 放 部 ２ １ は 、 異 な る よ う に 設 計 す る こ と が で き る こ
と は 理 解 さ れ る で あ ろ う 。 し た が っ て 、 部 材 ２ ０ は 、 幾 つ か の 部 分 ２ １ を 設 け る こ と が で
き る 。 該 部 分 は 、 部 材 の 長 手 方 向 部 分 ２ ４ に 対 し て 弾 性 的 に な る よ う に 構 成 す る こ と が で
き る 。 初 期 解 放 中 に 粘 膜 が 部 材 ２ ０ に よ っ て 損 傷 し な い よ う に 、 部 分 ２ １ に は 、 粘 膜 ６ と
協 働 す る 丸 み を 帯 び た 表 面 を 設 け る こ と が で き る 。 本 発 明 を 以 上 で は 、 粘 膜 の 下 面 ６ ａ と
顎 骨 の 頂 面 １ ａ と の 間 の 空 間 と 同 様 に 、 粘 膜 ６ を 空 洞 に 属 す る も の と み な し て 説 明 し た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 は 、 例 と し て 上 に 示 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 む し ろ 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 記 載
お よ び 発 明 の 概 念 の 範 囲 内 で 変 形 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 書 で は 、 本 特 許 出 願 と 同 日 に 同 一 出 願 人 お よ び 発 明 者 に よ っ て ス ウ ェ ー デ ン 特 許 庁 に
出 願 し た 特 許 出 願 を 参 考 に す る こ と が で き る 。 前 記 出 願 は 以 下 の 名 称 を 有 す る 。
ａ ） 「 骨 誘 導 物 質 ま た は 生 物 活 性 物 質 を 使 用 し て 骨 を 誘 導 し か つ ／ ま た は 顎 骨 に お け る イ
ン プ ラ ン ト の 安 定 性 を 高 め る た め の 構 成 、 お よ び こ の 目 的 に 意 図 さ れ た イ ン プ ラ ン ト 」
ｂ ） 「 生 物 活 性 物 質 ま た は 骨 誘 導 物 質 を 使 用 し て 顎 骨 に イ ン プ ラ ン ト 用 の 骨 を ベ ー ス と す
る 側 方 支 持 体 を 形 成 す る た め の 構 成 」
ｃ ） 「 成 長 刺 激 物 質 を 含 有 す る イ ン プ ラ ン ト 用 の 構 成 、 お よ び 一 つ の そ の よ う な イ ン プ ラ
ン ト 」
ｄ ） 「 成 長 刺 激 物 質 を 施 さ れ た 二 本 ま た は そ れ 以 上 の イ ン プ ラ ン ト の 構 成 」
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 上 顎 骨 の 穴 内 に 装 着 さ れ た イ ン プ ラ ン ト で あ っ て 、 そ の 前 部 が 空 洞 内 に 送 り 込 ま
れ 、 か つ そ の 下 側 で 粘 膜 と 協 働 し て 新 生 骨 の 生 成 の た め の 閉 鎖 空 間 が 形 成 さ れ る よ う に 構
成 さ れ た イ ン プ ラ ン ト を 縦 断 面 図 で 示 す 。
【 図 ２ 】 イ ン プ ラ ン ト の 前 面 お よ び 空 洞 内 に 嵌 挿 さ れ た 部 分 の 形 状 を 、 図 １ に 関 連 し て 拡
大 さ れ た 縦 断 面 図 で 示 す 。
【 図 ３ 】 成 長 刺 激 物 質 が 塗 布 さ れ た 前 面 の 一 部 を 、 図 ２ に 関 連 し て 拡 大 さ れ た 縦 断 面 図 で
示 す 。
【 図 ４ 】 一 つ 以 上 の ね じ 山 を 備 え る こ と が で き 、 成 長 刺 激 物 質 の 層 を 塗 布 さ れ た 、 イ ン プ
ラ ン ト の 側 面 の 別 の 部 分 を 縦 断 面 図 で 示 す 。
【 図 ５ 】 イ ン プ ラ ン ト の 前 面 の 第 二 実 施 形 態 を 縦 断 面 図 で 示 す 。
【 図 ６ 】 イ ン プ ラ ン ト の 前 面 の 第 三 実 施 形 態 を 縦 断 面 図 で 示 す 。
【 図 ７ 】 空 洞 の 粘 膜 を 持 ち 上 げ る 前 に 、 空 洞 の 内 部 表 面 か ら 粘 膜 を 解 放 す る よ う 意 図 さ れ
た 部 材 ま た は 器 具 を 縦 断 面 図 で 示 す 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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